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 我が国の核融合研究開発は 1950 年代後半から始まったが、その初期段階
において構想された研究体制上の重要な要素の一つとして「全国共同利用研
究所」の考え方があげられる。当時の研究者層（核融合懇談会）や日本学術
会議の委員会等での熱心な議論を経て、1961年に「名古屋大学プラズマ研究
所」の設立が実現した。同研究所は大学附置全国共同利用研究所としてその
後 28 年間存続し、1989 年にその役割を新設された文部省直轄の大学共同利
用機関（2004年からは大学共同利用機関法人）である「核融合科学研究所」
に引き継いだ。 
 核融合研究では、当初から学問的基盤の確立と技術的開発の達成が求めら
れてきたが、その推進手順として基礎研究を主眼とする共同利用研究所の設
立から着手したことは、我が国の大きな特色である。 
 ここでは共同利用研究所についての考え方、その性格、内容、役割、問題
点等について、現在核融合科学研究所アーカイブ室で整備中の核融合データ
ベース(NIFS-FSAD)を活用し、主に初期史料に基づいた跡付けを試みる。さ
しあたり次のような項目が対象となる。 
・初期の方針に関する議論（Ａ・Ｂ論争、２元的予算の流れ） 
・ 大学附置共同利用研究所（大学自治と研究者自治） 
・ 共同利用か共同研究か 
・ 共同研究とプロジェクト研究 
・ 「綜合装置的アプローチ」に伴う大型研究所と共同利用研究所 
・ 研究の発展に伴う装置の大型化と分野の拡大 
・ 研究拠点の増加と共同利用研究所 
・ 国際的協力の進展 


